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1.  平成22年9月期第2四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年3月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第2四半期 1,838 △4.6 52 ― 70 ― 5 ―

21年9月期第2四半期 1,927 ― △11 ― 3 ― △27 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年9月期第2四半期 1.01 ―

21年9月期第2四半期 △5.11 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第2四半期 8,169 4,705 57.6 912.89
21年9月期 8,313 4,810 57.8 921.51

（参考） 自己資本   22年9月期第2四半期  4,705百万円 21年9月期  4,809百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 ― ― ― 15.00 15.00
22年9月期 ― ―

22年9月期 
（予想）

― 15.00 15.00

3.  平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,784 △0.2 70 ― 107 ― 20 ― 3.87
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、５ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧下さい。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績 
等は、様々な要因により、上記予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は４ ページ【定性的情報・財務諸表等】３．連結業績予想 
に関する定性的情報をご覧下さい。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年9月期第2四半期 5,377,500株 21年9月期  5,377,500株

② 期末自己株式数 22年9月期第2四半期  223,400株 21年9月期  158,600株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年9月期第2四半期 5,199,075株 21年9月期第2四半期 5,304,640株
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定性的情報・財務諸表等 
１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間における日本経済は、一部に景気の持ち直しが見られるものの、引き続き企業業績、設備投

資等は低水準で推移し、依然先行きが不透明な状況が続いております。当社グループにおきましてもロジスティクス分野等

の受注は伸び悩みましたが、海外への積極的展開等を行いました。 

また、当社グループのより一層の経営効率の改善及び経費削減を図るため、当社及び当社連結子会社である株式会社

ナノテックスの本店を東京都中央区日本橋に移転するため、これに伴い発生する見込みである固定資産除却損や移転費用

にそなえて移転損失引当金繰入額 45 百万円を特別損失に計上いたしました。なお、移転時期は当社が 5 月下旬、株式会

社ナノテックスが 6 月上旬の予定であります。今回の本社移転により、今後の地代家賃は年間約 12 百万円の費用削減効果

を見込んでおります。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は 1,838 百万円（前年同期比 4.6％減）、営業利益は 52 百万円（前年

同期は営業損失 11 百万円）、経常利益は 70 百万円（前年同期は経常利益 3 百万円）、四半期純利益は 5 百万円（前年同

期は四半期純損失 27 百万円）となりました。 

 

電子機器製造事業 

 電子機器製造事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は 1,533 百万円（前年同期比 0.9％増）、営業利益は 80 百万

円（前年同期は営業損失 35 百万円）となりました。品目別の内訳は、次のとおりであります。 

【ウェイング・FA（ファクトリーオートメーション）】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 900 百万円（前年同期比 13.8％増）となりました。 

【環境】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 96 百万円（前年同期比 37.8％増）となりました。 

【ロジスティクス】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 101 百万円（前年同期比 20.9％減）となりました。 

【セキュリティ】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 6 百万円（前年同期比 34.3％減）となりました。 

【情報・通信】 

前期途中より株式会社ナノテックスを連結子会社化した影響もありましたが、当第２四半期連結累計期間の売上高は 36

百万円（前年同期比 22.2％減）となりました。 

【メカトロニクス】 

前期途中より株式会社ナノテックスを連結子会社化した影響もありましたが、前期下期にハードディスク検査装置等記

録機器を中心とした不採算事業の大幅な見直しをしたこともあり、当第２四半期連結累計期間の売上高は 183 百万円（前

年同期比 35.1％減）となりました。 

【光計測】 

前期途中より株式会社ナノテックスを連結子会社化した結果新たに加わった分野であり、当第２四半期連結累計期間

の売上高は 11 百万円（前年同期比 127.8％増）となりました。 

【ロードセル等】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 153 百万円（前年同期比 16.0％増）となりました。 

【その他の電子機器】 

 当第２四半期連結累計期間の売上高は 43 百万円（前年同期比 18.8％減）となりました。 

 

電設事業 

当第２四半期連結累計期間の売上高は 305 百万円（前年同期比 25.0％減）、営業損失は 30 百万円（前年同期は営業

利益 14 百万円）となりました。 
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２．連結財政状態に関する定性的情報 

流動資産は、前連結会計年度末より 203 百万円減少し、5,843 百万円となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が

115 百万円、有価証券が 200 百万円増加したものの、現金及び預金が 313 百万円、未収還付法人税等が 126 百万円、棚

卸資産が 66 百万円減少したこと等によるものであります。 

固定資産は、前連結会計年度末より 58 百万円増加し、2,325 百万円となりました。これは主に、貸付け等によるものであり

ます。 

流動負債は、前連結会計年度末より5百万円増加し、1,357百万円となりました。これは主に、1年内返済予定の長期借入

金が 200 百万円減少したものの、支払手形及び買掛金が 189 百万円、移転損失引当金が 45 百万円増加したこと等による

ものであります。 

固定負債は、前連結会計年度末より 44 百万円減少し、2,106 百万円となりました。これは主に、長期借入金が 35 百万円

増加したものの、社債が 70 百万円減少したこと等によるものであります。 

純資産は、前連結会計年度末より 105 百万円減少し、4,705 百万円となりました。これは主に、自己株式を 31 百万円取得

したこと、配当金の支払い等により利益剰余金が 73 百万円減少したこと等によるものであります。 

 
 
３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年 3 月 19 日発表の「業績予想の修正に関するお知らせ」から下記の通り業績予想を修正いたします。 

 

当社グループを取り巻く環境は、特に電設事業において今後も厳しい状況が継続するものであると予想されることから、当

期売上高は前回予想を下回る見込みとなり、それに伴い、営業利益、経常利益及び当期純利益はいずれも前回予想を下

回る見込みとなりました。 

 

 

平成 22 年 9 月期の通期連結業績予想 （平成 21 年 10 月 1 日～平成 22 年 9 月 30 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

3,824

百万円

98

百万円

135

百万円 

39 

円 銭

7.53

今回発表予想（Ｂ） 3,784 70 107 20 3.87

増減額（Ｂ-Ａ） △40 △28 △28 △19 

増減率（％） △1.0 △28.6 △20.7 △48.7 

（ご参考）前期実績 

（平成 21 年 9 月期） 
3,791 △38 △10 △37 △7.18
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４．その他 
(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  

該当事項はありません。 

 

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（簡便な会計処理） 

①棚卸資産の評価方法 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げ

を行う方法によっております。 

②法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定する方法によって

おります。 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理） 

 該当事項はありません。 

 

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

当連結会計年度の第１四半期連結会計期間より、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年12

月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27

日 企業会計基準適用指針第18号）を適用しておりますが、当第２四半期連結累計期間に着手した工事契約については、

進捗部分について成果の確実性が認められる工事はなかったため、工事完成基準を適用しております。 

これに伴う損益に与える影響はありません。 
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５．四半期連結財務諸表 
(1)四半期連結貸借対照表 

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 799,323 1,112,879

受取手形及び売掛金 824,621 709,072

完成工事未収入金 96,609 80,140

有価証券 3,004,500 2,804,345

商品及び製品 88,607 96,970

仕掛品 503,787 484,042

原材料及び貯蔵品 332,371 366,143

未成工事支出金 33,663 77,380

繰延税金資産 144,924 163,146

未収還付法人税等 3,644 130,225

その他 29,630 36,763

貸倒引当金 △17,756 △13,897

流動資産合計 5,843,928 6,047,210

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 601,914 581,863

土地 920,996 895,283

その他（純額） 165,640 168,913

有形固定資産合計 1,688,550 1,646,060

無形固定資産   

のれん 36,984 58,531

その他 26,180 30,410

無形固定資産合計 63,164 88,942

投資その他の資産   

投資有価証券 13,340 12,436

繰延税金資産 16,458 13,809

投資不動産（純額） 200,537 264,861

その他 350,004 247,119

貸倒引当金 △6,746 △6,744

投資その他の資産合計 573,593 531,482

固定資産合計 2,325,308 2,266,485

資産合計 8,169,237 8,313,695
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 514,581 325,164

工事未払金 65,507 39,464

1年内償還予定の社債 160,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 458,440 658,440

移転損失引当金 45,384 －

その他 114,052 149,592

流動負債合計 1,357,966 1,352,661

固定負債   

社債 240,000 310,000

長期借入金 1,413,920 1,378,140

退職給付引当金 37,227 36,691

役員退職慰労引当金 11,550 9,450

負ののれん 95,026 107,634

長期未払金 295,543 295,593

その他 12,902 12,902

固定負債合計 2,106,169 2,150,412

負債合計 3,464,136 3,503,074

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,733,612 1,733,612

資本剰余金 1,733,505 1,733,505

利益剰余金 1,351,797 1,424,807

自己株式 △106,692 △75,107

株主資本合計 4,712,222 4,816,816

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △7,120 △7,525

評価・換算差額等合計 △7,120 △7,525

新株予約権 － 1,330

純資産合計 4,705,101 4,810,621

負債純資産合計 8,169,237 8,313,695
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(2)四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成21年３月31日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成22年３月31日) 

売上高 1,927,167 1,838,819

売上原価 1,184,146 1,047,994

売上総利益 743,020 790,825

販売費及び一般管理費 754,925 737,909

営業利益又は営業損失（△） △11,905 52,916

営業外収益   

受取利息 5,287 3,559

受取配当金 1,004 4

負ののれん償却額 5,836 12,607

不動産賃貸料 14,851 17,239

その他 6,148 6,867

営業外収益合計 33,127 40,278

営業外費用   

支払利息 12,822 17,665

不動産賃貸費用 3,348 3,769

その他 1,711 1,568

営業外費用合計 17,881 23,003

経常利益 3,340 70,191

特別利益   

固定資産売却益 － 269

保険解約返戻金 2,233 －

新株予約権戻入益 － 1,330

特別利益合計 2,233 1,599

特別損失   

固定資産売却損 79 －

固定資産除却損 － 107

投資有価証券売却損 － 50

移転損失引当金繰入額 － 45,384

特別損失合計 79 45,541

税金等調整前四半期純利益 5,493 26,248

法人税、住民税及び事業税 5,036 5,402

法人税等調整額 29,524 15,572

法人税等合計 34,561 20,974

少数株主損失（△） △1,980 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,086 5,274
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 (3) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

 (4) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当社は、平成21年９月14日開催の取締役会決議に基づき、当第２四半期連結累計期間において、自己株式64,800株

の取得を行いました。 

この結果、自己株式は当第２四半期連結累計期間において31,584千円増加し、当第２四半期連結会計期間末残高は

106,692千円となりました。 
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